
１ 組織改正 

 

 

２ 各グループ業務の改善点等 

（１）まちづくりボランティアセンター 

① 県民に「わかりやすく」、関係者に「参画しやすく」、幅広い分野との協働を進める視点

から部名を変更し、センター機能の充実を図る。 

② 新規事業（社会教育との連携による地域づくり事業、地域福祉コーディネーター総合研

修、災害時住民支え合いマップ促進事業等）の効果的な実施のための体制を整備。 

 

（２）あんしん創造グループ 

① 生活困窮者自立支援事業を基盤としながら、貸付や日常生活自立支援事業などの各種相

談事業の包括化を進め、相談支援の充実を図るためグループを一本化する。 

② あんしん未来創造事業の新規実施を契機として、社会福祉法人の公益事業とも連携しな

がら、新しいあんしん支援を創造していく機能の強化を目指して名称を変更する。 

 

（３）団体事務局等の所管替え 

① 総務企画部総務グループに「長野県福祉サービス運営適正化委員会事務局」を置く 

（←相談事業部から移管） 

② 総務企画部企画グループに「長野県社会福祉法人経営者協議会事務局」を置く 

（←福祉人材部から移管） 

③ 相談事業部に「長野県あんしん創造ねっと」の事務局を置く（←総務企画部から移管） 
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